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八千代市農業委員会だより

　

阿
蘇
小
学
校
は
、水
田
・
畑
・
森
林
が
豊
か
な

地
域
に
あ
り
ま
す
。農
業
を
家
業
と
す
る
世
帯

の
割
合
も
多
く
、地
域
の
皆
様
の
ご
厚
意
で
田
植

え
・
稲
刈
り
・
脱
穀
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
四
月
に
、五
年
生
児
童
二
九
名
が

田
植
え
を
し
て
き
ま
し
た
。当
日
ま
で
に
、Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
・
協
力
員
の
皆
様
を
中
心
に
地
域
ぐ
る
み

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。初
秋
に
は

稲
刈
り
に
出
か
け
、子
供
た
ち
は
刈
り
取
っ
た
稲

を
束
ね
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、学
校
に
戻
り

稲
束
を
鉄
棒
に
か
け
て
干
し
ま
す
。数
週
間
後
に

は
、学
校
で
脱
穀
機
に
よ
る
作
業
を
手
伝
い
な
が

ら
麻
袋
に
籾
を
詰
め
ま
す
。晩
秋
に
行
う
校
内
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
後
に
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
が
ふ
る

ま
う
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
収
穫
し
た
米
が
白
米
の
ご

は
ん
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

自
然
・
人
・
物
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、子
供
た

ち
は「
本
物
」に
触
れ
る
こ
と
で
、五
感
を
通
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
育
ち
が
期
待
で
き
ま
す
。本
校

で
の
農
業
体
験
の
継
続
に
あ
た
り
、保
護
者
の
皆

様
、地
域
の
皆
様
、関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、実
り
多
き
教
育
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆「令和 2 年度八千代市農業施策に関する意見書」の

　　提出について・・・・・・・・・・・・・・・・・   2 

◆ 令和元年度の目標及び活動計画を策定しました・・・  3

◆ 農地の利用状況調査について・・・・・・・・・・・  3

◆ 農地の貸借制度について・・・・・・・・・・・・・  3

◆ 公園緑地課からのお知らせ
　～特定生産緑地制度の運用について～・・・・・・・・・・4
◆ 女性農家の皆さんへ・・・・・・・・・・・・・・・・・  5
◆ 農業者年金で豊かな老後を・・・・・・・・・・・・・・  5
◆ 農家リレー随筆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  6 
◆ 編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  6 

主
な
内
容

八
千
代
市
の
食
育
に
つ
い
て
、

阿
蘇
小
学
校
の
槇
校
長
先
生
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

田植えって楽しそう!

稲刈りって
こうするんだー

脱穀って
どうやるのかな？

～阿蘇小学校農業体験～
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令
和
元
年
九
月
二
十
五
日
、
農
業
委

員
会
か
ら
服
部
友
則
市
長
へ
「
令
和
２

年
度
八
千
代
市
農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１ 

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

　

八
千
代
市
で
は
、
担
い
手
不
足
や
、

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
更
に
遊
休

農
地
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
遊
休
農
地
は
周
辺
農
地
の
生
産
性

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
、
有
害
鳥
獣

の
棲
家
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
遊
休
農
地
に
起
因
し
た
問

題
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
解
消
及
び

発
生
防
止
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
桑
納
、
麦
丸
の
一
部
で
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
3
・
77

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
休
農
地
解
消
と
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
市
全

体
で
は
、
未
だ
に
94
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
遊
休
農
地
が
存
在
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
対
象

地
区
の
追
加
や
農
地
利
用
集
積
事
業
に

よ
る
集
積
・
集
約
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2 

担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育
成
や

確
保
に
つ
い
て

　

農
業
の
未
来
を
考
え
て
い
く
う
え

で
、
担
い
手
や
後
継
者
の
確
保
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　

地
域
や
市
内
か
ら
担
い
手
を
確
保
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、本
市
は
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

他
産
業
へ
の
就
職
を
選
択
す
る
人
も
多

く
、
昨
年
実
施
し
た
農
地
台
帳
調
査
で

も
、
後
継
者
が
い
る
と
回
答
し
た
農
家

は
3
割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
子
供
の
う
ち
か
ら
、
地

域
や
農
業
に
対
し
て
親
し
み
を
感
じ
、

就
農
を
選
択
す
る
若
者
が
増
え
る
よ
う

な
教
育
環
境
作
り
を
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
、
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

お
い
て
、
労
働
力
の
不
足
と
の
意
見
が

多
く
挙
が
っ
た
。
農
繁
期
と
農
閑
期
に

は
仕
事
量
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
パ
ー

ト
の
通
年
雇
用
が
農
業
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意

見
も
よ
せ
ら
れ
た
。

　

つ
い
て
は
、
市
で
行
っ
て
い
る
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て
、
応
募

者
、
受
け
入
れ
農
家
が
増
え
る
よ
う
、

制
度
の
見
直
し
、
周
知
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

3 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
被
害
は
収
入
減
少
だ
け
で

な
く
、
耕
作
放
棄
に
も
繋
が
る
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

　

特
に
ム
ク
ド
リ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥

類
に
よ
る
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
八
千

代
市
特
産
の
梨
に
も
被
害
が
出
て
い

る
。

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
鳥
類

の
対
策
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
ネ
ッ
ト
設
置
に
対
す
る
県
か
ら
の

補
助
は
あ
る
も
の
の
、
補
助
率
の
低
さ

な
ど
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

「
令
和
２
年
度
八
千
代
市
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」

の
提
出
に
つ
い
て

　

つ
い
て
は
、
八
千
代
市
独
自
の
補
助

制
度
を
創
設
し
、
農
家
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
ノ
ウ
サ
ギ
等
の

害
獣
対
策
の
た
め
、
猟
友
会
組
織
の
支

援
及
び
電
気
柵
設
置
補
助
な
ど
害
獣
に

対
す
る
補
助
も
検
討
さ
れ
た
い
。

4 

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ

い
て

　

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
は
農
業
者
と
市

民
の
交
流
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

市
民
が
農
業
を
理
解
し
関
心
を
深
め
る

こ
と
は
、
農
業
者
の
経
営
意
欲
の
増
進

に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
、
農
業
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
用
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い
と
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
賃
料
の
減
免
を
行
う
な

ど
、
農
家
参
加
型
店
舗
の
誘
致
を
行
う

こ
と
や
、
工
夫
さ
れ
た
販
売
所
の
設
置

等
、
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を

図
ら
れ
た
い
。

5 「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
、
今
後
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
て
、
市
、
農
業
委
員
会
と
関
係
機
関
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③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

　

解
消
面
積　

5
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

※
管
内
の
遊
休
農
地
面
積

　
　

 

94･

42
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　

 （
平
成
31
年
3
月
現
在
）

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　

※
管
内
の
違
反
転
用
面
積

　
　

 

0
・
17
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　

 （
平
成
31
年
3
月
現
在
） 

【
活
動
計
画
】

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集

約
化

　

・
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
政
部
門
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
担
い
手
へ
の
明

確
化
に
向
け
た
意
見
集
約
を
図

る
。

②
新
た
な
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る

者
の
参
入
促
進

　

・
随
時　

新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の

相
談
に
対
応

　

・
農
地
等
の
権
利
を
取
得
す
る
場
合

の
下
限
面
積
（
50
ア
ー
ル
）
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

　

・
管
内
全
域
の
農
地
の
巡
回
調
査
を

一
斉
に
実
施
（
＝
利
用
状
況
調
査

8
月
～
9
月
）
し
、
遊
休
農
地
を

把
握
す
る
。

が
協
力
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

核
に
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め

に
は
、
各
地
域
に
お
い
て
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
状
況
の
地

図
化
や
地
域
の
話
し
合
い
の
実
現
に
向

け
、
工
程
を
明
ら
か
に
し
、
着
実
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

り
組
ま
れ
た
い
。

令
和
元
年
度
の
目
標
及
び

活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
で
あ
る

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
向
け
、

目
標
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
活
動
計
画

を
策
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
及
び
活
動
計
画
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
目
標
】

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集

約
化

　

新
規
集
積
面
積　

10
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

※
管
内
の
農
地
面
積

　
　

8
3
9
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
（
平
成
31
年
3
月
現
在
）

②
新
た
な
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る

者
の
参
入
促
進

　

経
営
体
数　

1
経
営
体

　

・
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農

地
と
判
定
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、利
用
意
向
調
査
を
行
う
。

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

　

・
県
及
び
関
係
各
課
合
同
で
違
反

転
用
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

（
8
月
）

　

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
等
で
農
業
者

等
へ
周
知
を
行
う
。（
11
月
及
び

翌
3
月
）

　

・
定
例
（
毎
月
）
現
地
調
査
の
際
、

併
せ
て
周
辺
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。
な
お
、違
反
者
に
対
し
、

関
係
部
署
と
連
携
し
て
改
善
に
向

け
た
活
動
を
行
う
。

　

本
年
度
も
八
月
上
旬
か
ら
九
月
に
か

け
て
市
内
全
域
で
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
ペ
ア
を
組

み
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
農
家
の
皆
様
方
に
は
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
基
に
、
遊
休
農

地
等
の
所
有
者
に
利
用
意
向
の
確
認
等

を
行
い
、
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て

農
地
中
間
管
理
機
構
等
と
連
携
し
、
担

い
手
及
び
新
規
就
農
者
へ
の
斡
旋
等
を

行
う
こ
と
で
遊
休
農
地
等
の
発
生
防

止
・
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
調
査
を
行
っ
て
み
て
、
新
た
に

遊
休
農
地
を
発
見
す
る
場
面
が
あ
り
、

小
規
模
農
地
等
も
含
め
、
遊
休
農
地
等

の
発
生
防
止
・
解
消
に
向
け
て
の
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
農

業
委
員
会
の
み
の
力
で
は
解
決
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
農
家
の
皆
様
方
の
ご
意
見

等
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に
繋
げ

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

農
地
の
貸
借
制
度
に
つ
い
て

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
り
、
遊
休
農
地
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
決
す
る

た
め
、（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
が

千
葉
県
か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
に
指

定
さ
れ
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、（
公
社
）
千
葉
県

園
芸
協
会
（
☎
0
4
3
ー
2
2
3
ー

3
0
1
1
）
へ
。

農
地
の
利
用
状
況
調
査
に

つ
い
て
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限
等
が
設
け
ら
れ
ま
す
が
税
制
の
特
例

措
置
と
し
て
、
固
定
資
産
税
等
が
農
地

課
税
に
な
り
、
相
続
税
の
納
税
猶
予
の

対
象
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
度
指
定
さ
れ
る
と
、
30
年
間
は
主

に
耕
作
を
行
っ
て
い
る
方
が
ケ
ガ
を
す

る
な
ど
し
て
農
業
従
事
出
来
な
く
な
ら

な
い
限
り
解
除
の
た
め
の
手
続
き
は
出

来
ま
せ
ん
。

▼
今
か
ら
で
も
指
定
を
受
け
ら
れ
る

の
？

　

現
在
、
生
産
緑
地
へ
の
新
規
指
定
に

つ
い
て
は
、
平
成
４
年
の
指
定
時
に
や

む
を
得
な
い
事
由
で
手
続
き
が
出
来
な

か
っ
た
も
の
に
限
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
、
新
規
指

定
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
、

国
に
よ
り
、
身
近
な
緑
地
で
あ
る
農
地

を
保
全
し
、
良
好
な
都
市
環
境
を
形
成

す
る
た
め
、
生
産
緑
地
を
追
加
で
定
め

る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
示
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
市
で
も
、
新
規
指
定
に
つ

い
て
研
究
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▼
特
定
生
産
緑
地
制
度
と
は
？

　

こ
こ
か
ら
が
今
回
の
本
題
、
特
定
生

産
緑
地
制
度
の
説
明
で
す
。

　

特
定
生
産
緑
地
は
、
最
初
の
指
定
か

ら
30
年
が
経
過
す
る
生
産
緑
地
に
つ
い

て
、
建
築
行
為
の
制
限
等
を
10
年
延
ば

す
代
わ
り
に
、
税
制
特
例
措
置
も
10
年

間
延
長
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
10
年

後
も
、
さ
ら
に
10
年
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
現

在
の
生
産
緑
地
を
対
象
と
し
て
、
そ
の

内
容
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
10
年
間

ず
つ
更
新
す
る
制
度
で
す
。
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
を
受
け
た
場
合
と
受
け
な

か
っ
た
場
合
の
違
い
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
市
の
通
知
の
内
容
は
？

　

農
地
の
現
状
等
を
見
て
、
市
と
し
て

特
定
生
産
緑
地
へ
指
定
す
る
意
向
が
あ

る
か
な
い
か
を
示
し
た
通
知
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
、
市
と
し
て
の
指
定
意

向
が
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

市
に
よ
っ
て
、
指
定
意
向
が
な
い
と

さ
れ
た
土
地
で
も
、
管
理
の
状
態
を
改

善
し
、
市
に
対
し
て
特
定
生
産
緑
地
へ

の
指
定
の
提
案
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

再
度
市
で
検
討
し
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
っ
た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
市
の
指
定
意
向
が
あ
る
と
さ
れ
た
ら

必
ず
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け

る
の
？

　

市
か
ら
指
定
意
向
の
通
知
が
来
た
か

ら
と
言
っ
て
、
必
ず
指
定
を
受
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。指
定
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、

不
同
意
の
様
式
を
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
市
が
指
定
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
必
要
書
類
は
ど
ん
な
も
の
？

　

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
12
月
に
発

送
予
定
の
通
知
と
一
緒
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
の
定
め
た
様
式

に
実
印
を
押
印
い
た
だ
き
、
印
鑑
登
録

　

平
成
29
年
に
生
産
緑
地
法
が
改
正
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
緑
地
制
度
に
加

え
、
新
た
に
「
特
定
生
産
緑
地
制
度
」

と
い
う
も
の
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
そ
の
特
定
生
産
緑
地
制
度
を
中
心

に
生
産
緑
地
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
そ
も
そ
も
、
生
産
緑
地
と
は
？

　

生
産
緑
地
制
度
自
体
あ
ま
り
な
じ
み

が
な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
、
生
産
緑
地
と
は
、
市
街
化
区
域

内
に
あ
る
農
地
の
中
の
う
ち
、
良
好
な

生
活
環
境
を
確
保
し
、
公
共
施
設
等
の

用
地
に
適
す
る
よ
う
な
も
の
を
計
画
的

に
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
が
所

有
者
等
の
同
意
を
得
た
う
え
で
都
市
計

画
と
し
て
指
定
し
た
も
の
で
、
市
街
地

に
あ
る
緑
を
保
全
し
て
い
く
た
め
の
制

度
で
す
。

▼
生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
ど
う
な

る
の
？

　

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、
適
切

な
維
持
管
理
の
義
務
や
建
築
行
為
の
制

特定生産緑地の
指定を受けた場合

特定生産緑地の指定を
受けなかった場合

ケガなどで農業従事が出来なくならない限り
生産緑地（特定生産緑地）解除のための
手続きは出来ません。

いつでも生産緑地解除の手続きが
可能になります。（ただし、税制特例措置は
解除となります。）

固定資産税等の農地評価・
農地課税が継続されます。

5年後には、固定資産税等がほぼ宅地並み
課税になります。

相続税の納税猶予適用対象となります。 相続税の納税猶予は今受けている
もののみ有効です。

10年ごとに特定生産緑地としての
指定更新が出来ます。

一度特定生産緑地の指定を受けなかった
ものは、後に特定生産緑地の指定を
受けることはできません。

公
園
緑
地
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
特
定
生
産
緑
地
制
度
の

　
　
　
　

 

運
用
に
つ
い
て
～
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い
。
し
か
し
、
ご
家
庭
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
時
期
ま
で
に
書
類
提
出
が
出
来
な

い
方
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
場
合
で
も
、
令
和
３
年
の
８
月

頃
の
2
次
締
切
ま
で
に
は
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
す
る
こ
と
は
？

　

お
持
ち
の
生
産
緑
地
が
一
団
の
農
地

の
中
に
あ
る
な
ど
、
周
り
が
他
の
人
の

農
地
で
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
前
も
っ

て
周
辺
所
有
者
同
士
で
話
し
合
い
を
し

て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ご
自

身
で
は
、他
の
活
用
を
考
え
て
い
て
も
、

周
辺
の
状
況
次
第
で
活
用
出
来
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
を

受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
税
金
は
宅
地
並

証
明
書
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

進
め
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
そ
の

他
に
ご
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
筆
の
一
部
だ
け
の
指
定
を

希
望
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
前
も
っ
て

ご
自
身
で
分
筆
の
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
、
土
地
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▼
必
要
書
類
提
出
の
締
切
り
は
？

　

特
定
生
産
緑
地
は
、
生
産
緑
地
の
指

定
か
ら
30
年
を
迎
え
る
ま
で
に
市
が
指

定
の
手
続
を
終
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
指
定
に
つ
い
て
の
考
え
が
決

ま
り
次
第
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
で
き
れ
ば
、
令
和
２
年
８
月
頃
と

な
る
1
次
締
切
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ

み
課
税
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
周
辺
土

地
所
有
者
同
士
で
話
し
合
い
を
し
、
あ

る
程
度
活
用
の
目
途
を
付
け
て
お
く
こ

と
で
、
後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

▼
最
後
に

　

特
定
生
産
緑
地
に
関
す
る
制
度
や
指

定
の
手
続
き
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
公
園
緑
地
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ご
希
望
が
あ
れ
ば
、

訪
問
に
よ
り
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

【
☎
4
8
3
ー
1
1
5
1
（
代
表
）】

　

男
女
共
同
参
画
が
叫
ば
れ
て
久
し
く

な
り
ま
す
が
、八
千
代
市
の
農
業
委
員
・

推
進
委
員
は
女
性
委
員
が
現
在
一
名
で

あ
り
、
女
性
の
参
画
が
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。

　

女
性
の
立
場
で
、
八
千
代
市
の
農
地

行
政
の
場
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
の
農

業
委
員
・
推
進
委
員
ま
た
は
事
務
局
に

ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
で
豊
か
な
老
後
を

　

農
業
者
年
金
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
出
来
ま
す
。

　

●
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　
　
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

　

●
年
間
六
〇
日
以
上
農
業
に
従
事

　

●
六
〇
歳
未
満

　

農
業
者
年
金
は
配
偶
者
の
方
も
単
独

で
加
入
が
可
能
で
、
若
年
層
に
は
手
厚

い
政
策
支
援
（
※
別
途
要
件
あ
り
）
も

あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
JA
八
千
代
市
（
☎

4
5
0
ー
3
7
1
1
）
ま
た
は
農

業
委
員
会
事
務
局
（
☎
4
8
3
ー

1
1
5
1
）
へ
。

女
性
農
家
の
皆
さ
ん
へ

令和元年１２月
市の通知発送

令和２年１月
必要書類の受付開始

令和２年８月頃
必要書類の提出締め切り（１次締切）

令和２年１２月頃
特定生産緑地への指定（１次指定）

令和３年８月頃
必要書類の提出締め切り（２次締切）

令和３年１２月頃
特定生産緑地への指定（２次指定）

指定スケジュール

Dさん自分

AさんBさん

道
路

→自分の土地が道路に接してない
▲一団の農地の中にある農地(例)
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た
と
い
う
こ
と
に
。
な
ら
、
私
は
昔
に

比
べ
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
変

わ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
「
私
に
出
来
る
こ
と
」
そ
れ
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
す
。

編
集
後
記

　

今
年
も
、
異
常
気
象
の
影
響
で
自
然

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
防
ぎ
よ
う

の
な
い
自
然
災
害
で
も
、
的
確
な
情
報

収
集
や
早
め
の
行
動
で
被
害
を
小
さ
く

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

今
回
は
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
第

四
三
号
を
お
届
け
し
ま
し
た
。表
紙
に
、

阿
蘇
小
学
校
五
年
生
の
農
業
体
験
を
採

り
上
げ
、
当
市
の
食
育
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
校
長
先
生
に
伺
っ
た
お
話
を

記
事
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
令
和

二
年
度
八
千
代
市
農
業
施
策
に
関
す
る

意
見
書
を
八
千
代
市
長
に
提
出
し
た
こ

と
、
そ
し
て
公
園
緑
地
課
か
ら
の
重
要

な
お
知
ら
せ
や
恒
例
の
農
家
リ
レ
ー
随

筆
を
掲
載
し
ま
し
た
。

に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
夫
は
そ

の
一
つ
を
捨
て
、
三
つ
目
の
作
物
の
早

出
し
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

真
っ
す
ぐ
で
芯
の
あ
る
人
、
悪
く
言

え
ば
頑
固
な
人
。『
窮
屈
で
生
き
る
の

大
変
そ
う
』
夫
の
こ
と
を
そ
う
見
て
い

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

同
期
に
五
十
代
の
異
業
種
経
営
者
の

方
が
お
り
、
夫
の
こ
と
を
気
に
入
っ
て

何
度
か
家
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、　

　
「
俺
は
旦
那
さ
ん
の
こ
と
、
真
っ
す

ぐ
で
え
え
男
や
と
思
っ
て
る
で
。」

　

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
の
は
、
夫
が
自
分
を
貫
き
、
失
敗

や
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。失
敗
を
恐
れ
な
く
な
っ
た
夫
、

そ
の
背
景
に
は
、
そ
の
方
が
「
死
ぬ
気

で
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
失
敗
し

ろ
、
そ
し
て
『
こ
れ
だ
！
』
と
思
う
こ

と
が
見
つ
か
っ
た
ら
二
、三
年
ま
た
死

ぬ
気
で
頑
張
れ
。」
と
い
う
言
葉
を
か

け
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
先

日
も
「
明
後
日
、
苗
会
社
の
社
長
に
話

す
時
間
も
ら
っ
た
か
ら
、
髪
切
っ
て
御

菓
子
買
っ
て
く
る
」
と
予
想
も
つ
か
な

い
行
動
を
と
り
ま
す
。

　

私
は
気
付
き
ま
し
た
。
頑
固
だ
と

思
っ
て
い
た
夫
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

関
わ
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い

～
私
は
何
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
～

　
　
　
　
　
　
　

金
子　

恭
香（
佐
山
）

　

就
農
し
て
六
年
目
、
私
は
家
族
と
共

に
仕
事
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

私
よ
り
早
く
就
農
し
た
夫
は
千
葉
県

農
業
大
学
校
研
修
課
に
一
年
通
い
ま
し

た
。

　
「
自
分
で
学
び
、
理
解
し
、
納
得
出

来
な
け
れ
ば
、
本
気
で
人
に
教
え
ら
れ

な
い
。」　　
　
　

　

夫
の
口
癖
で
す
。

　

厳
し
い
家
庭
で
育
っ
た
た
め
か
、
真

面
目
で
自
分
が
納
得
出
来
な
い
こ
と
に

は
、
は
っ
き
り
と
『
N
O
』
が
言
え
る

人
、そ
こ
に
は
芯
と
熱
意
が
あ
る
た
め
、

農
業
大
学
校
で
も
先
生
か
ら
は
「
や
る

気
が
あ
る
」
と
気
に
入
ら
れ
、
今
で
も

電
話
連
絡
を
と
る
仲
で
す
。

　

同
期
も
二
十
代
か
ら
六
十
代
の
千
葉

県
各
地
の
後
継
者
と
新
規
就
農
者
で
、

年
に
数
回
食
事
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
山
武
市
の
四
十
代
の
同
期
生
と

は
立
場
や
状
況
が
似
て
お
り
、
よ
く
連

絡
を
と
り
、
成
功
事
例
を
聞
き
、
家
族

の
協
力
の
も
と
二
つ
の
作
物
の
早
出
し

　

な
お
、
広
報
委
員
会
で
は
農
家
リ

レ
ー
随
筆
を
書
い
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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